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○ 学 校 法 人 専 修 大 学 附 属 高 等 学 校 寄 附 行 為  

 

 

                        昭 和 4 4年 ９ 月 1 9日  

                              認 可  

  第 １ 章  総 則  

 （ 名 称 ）  

第 １ 条  こ の 法 人 は 、 学 校 法 人 専 修 大 学 附 属 高 等 学 校 と 称 す る 。  

 

 （ 事 務 所 ）  

第 ２ 条  こ の 法 人 は 、 事 務 所 を 東 京 都 杉 並 区 和 泉 ４ 丁 目 ４ 番 １ 号 に 置 く 。  

 

  第 ２ 章  目 的 及 び 事 業  

 （ 目 的 ）  

第 ３ 条  こ の 法 人 は 、 教 育 基 本 法 及 び 学 校 教 育 法 に 従 い 、 学 校 教 育 を 行  

 い 、 有 為 な 人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

 （ 設 置 す る 学 校 ）  

第 ４ 条  こ の 法 人 は 、 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 次 に 掲 げ る 学 校 を 設 置  

 す る 。  

( 1 )  専 修 大 学 附 属 高 等 学 校  全 日 制 課 程 普 通 科  

 

  第 ３ 章  役 員 及 び 理 事 会  

 （ 役 員 ）  

第 ５ 条  こ の 法 人 に 、 次 の 役 員 を 置 く 。  

( 1 )  理 事  1 1人  

( 2 )  監 事  ２ 人  

２  理 事 の う ち １ 人 を 理 事 長 と し 、 理 事 総 数 の 過 半 数 の 議 決 に よ り 選 任 す

る 。 理 事 長 の 職 を 解 任 す る と き も 、 同 様 と す る 。  

３  理 事 （ 理 事 長 を 除 く 。 ） の う ち 若 干 人 を 理 事 総 数 の 過 半 数 の 議 決 に よ

り 、 常 務 理 事 と し て 選 任 す る こ と が で き る 。 常 務 理 事 の 職 を 解 任 す る と き

も 、 同 様 と する。  

 

 （ 理 事 の 選 任 ）  

第 ６ 条  理 事 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 と す る 。  

( 1 )  校 長  

( 2 )  評 議 員 の う ち か ら 評 議 員 会 に お い て 選 任 さ れ た 者  ５ 人  

( 3 )  学 識 経 験 者 と し て 、 理 事 会 に お い て 選 任 さ れ た 者  ５ 人  

２  前 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 の 理 事 は 、 校 長 又 は 評 議 員 の 職 を 退 い た と き は、

理 事 の 職 を 失 う も の と す る 。  
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 （ 監 事 の 選 任 ）  

第 ７ 条  監 事 は 、 こ の 法 人 の 理 事 、 職 員 （ 教 員 そ の 他 の 職 員 を 含 む 。 以下同

じ。）、評 議 員 若 し く は 役 員 の 配 偶 者 又 は ３ 親 等 以 内 の 親 族 以 外 の 者 で あ っ

て 理 事 会 に お い て 選 出 し た 候 補 者 の う ち か ら 、 評 議 員 会 の 同 意 を 得 て 、 理

事 長 が 選 任 する。  

２  前 項 の 選 任 に 当 た っ て は 、 監 事 の 独 立 性 を 確 保 し 、 か つ 、 利 益 相 反 を

適 切 に 防 止 す る こ と が で き る 者 を 選 任 す る も の と す る 。  

 

 （ 役 員 の 任 期 ）  

第 ８ 条  役 員 （ 第 ６ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 理 事 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お

い て 同 じ 。 ） の 任 期 は 、 ３ 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 役 員 の 任 期 は 前 任 者

の 残 任 期 間 と す る 。  

２  役 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

３  役 員 は 、 任 期 満 了 の 後 で も 、 後 任 の 役 員 が 選 任 さ れ る ま で は 、 な お 、

そ の 職 務 （ 理 事 長 又 は 常 務 理 事 に あ っ て は 、 そ の 職 務 を 含 む 。 ） を 行 う 。  

 

 （ 役 員 の 補 充 ）  

第 ９ 条  理 事 又 は 監 事 の う ち 、 そ の 定 数 の ５ 分 の １ を 超 え る 者 が 欠 け た と

き は 、 １ 月 以 内 に 補 充 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 役 員 の 解 任 及 び 退 任 ）  

第 1 0条  役 員 が 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る に 至 っ た と き は 、 理 事 総 数 の ４ 分

の ３ 以 上 出 席 し た 理 事 会 に お い て 、 理 事 総 数 の ４ 分 の ３ 以 上 の 議 決 及 び 評

議 員 会 の 議 決 に よ り 、 こ れ を 解 任 す る こ と が で き る 。  

( 1 )  法 令 の 規 定 又 は こ の 寄 附 行 為 に 著 し く 違 反 し た と き 。  

( 2 )  心 身 の 故 障 の た め 職 務 の 執 行 に 堪 え な い と き 。  

( 3 )  職 務 上 の 義 務 に 著 し く 違 反 し た と き 。  

( 4 )  役 員 た る に ふ さ わ し く な い 重 大 な 非 行 が あ っ た と き 。  

２  役 員 は 、 次 の 事 由 に よ っ て 退 任 す る 。  

( 1 )  任 期 の 満 了  

( 2 )  辞 任  

( 3 )  死 亡  

( 4 )  私 立 学 校 法 第 3 8条 第 ８ 項 に 掲 げ る 事 由 に 該 当 す る に 至 っ た と き 。  

 

 （ 理 事 長 の 職 務 ）  

第 1 1条  理 事 長 は 、 こ の 法 人 を 代 表 し 、 そ の 業 務 を 総 理 す る 。  

 

 （ 常 務 理 事 の 職 務 ）  

第 1 2条  常 務 理 事 は 、 理 事 長 を 補 佐 し 、 こ の 法 人 の 業 務 を 分 掌 す る 。  

 

 （ 理 事 の 代 表 権 の 制 限 ）  

第 1 3条  理 事 長 以 外 の 理 事 は 、 こ の 法 人 の 業 務 に つ い て 、 こ の 法 人 を 代 表  

 しない。 
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 （ 理 事 長 職 務 の 代 理 等 ）  

第 1 4条  理 事 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 理 事 長 が 欠 け た と き は 、 あ ら か じ

め 理 事 会 に お い て 指 名 さ れ た 理 事 が 、 そ の 職 務 を 代 理 し 、 又 は そ の 職 務 を

行 う 。  

 

 （ 監 事 の 職 務 ）  

第 1 5条  監 事 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 務 を 行 う 。  

( 1 )  こ の 法 人 の 業 務 を 監 査 す る こ と 。  

( 2 )  こ の 法 人 の 財 産 の 状 況 を 監 査 す る こ と 。  

( 3 )  こ の 法 人 の 理 事 の 業 務 執 行 の 状 況 を 監 査 す る こ と 。  

( 4 )  こ の 法 人 の 業 務 若 し く は 財 産 の 状 況 又 は 理 事 の 業 務 執 行 の 状 況 に つ

い て 、 毎 会 計 年 度 、 監 査 報 告 書 を 作 成 し 、 当 該 会 計 年 度 終 了 後 ２ 月 以

内 に 理 事 会 及 び 評 議 員 会 に 提 出 す る こ と 。  

( 5 )  第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で の 規 定 に よ る 監 査 の 結 果 、 こ の 法 人 の 業 務 若

し く は 財 産 又 は 理 事 の 業 務 執 行 に 関 し 不 正 の 行 為 又 は 法 令 若 し く は こ

の 寄 附 行 為 に 違 反 す る 重 大 な 事 実 が あ る こ と を 発 見 し た と き は 、 こ れ

を 東 京 都 知 事 に 報 告 し、又 は 理 事 会 及 び 評 議 員 会 に 報 告 す る こ と 。  

( 6 )  前 号 の 報 告 を す る た め に 必 要 が あ る と き は 、 理 事 長 に 対 し て 理 事 会

及 び 評 議 員 会 の 招 集 を 請 求 す る こ と 。  

( 7 )  こ の 法 人 の 業 務 若 し く は 財 産 の 状 況 又 は 理 事 の 業 務 執 行 の 状 況 に つ

い て 、 理 事 会 に 出 席 し て 意 見 を 述 べ る こ と 。  

２  前 項 第 ６ 号 の 請 求 が あ っ た 日 か ら ５ 日 以 内 に 、 そ の 請 求 が あ っ た 日 か

ら ２ 週 間 以 内 の 日 を 理 事 会 又 は 評 議 員 会 の 日 と す る 理 事 会 又 は 評 議 員 会 の

招 集 の 通 知 が 発 せ ら れ な い 場 合 に は 、 そ の 請 求 を し た 監 事 は 、 理 事 会 又 は

評 議 員 会 を 招 集 す る こ と が で き る 。  

３  監 事 は 、 理 事 が こ の 法 人 の 目 的 の 範 囲 外 の 行 為 そ の 他 法 令 若 し く は こ

の 寄 附 行 為 に 違 反 す る 行 為 を し 、 又 は こ れ ら の 行 為 を す る お そ れ が あ る 場

合 に お い て 、 当 該 行 為 に よ っ て こ の 法 人 に 著 し い 損 害 が 生 ず る お そ れ が あ

る と き は 、 当 該 理 事 に 対 し 、 当 該 行 為 を や め る こ と を 請 求 す る こ と が で き

る 。  

 

 （ 理 事 会 ）  

第 1 6条  こ の 法 人 に 理 事 を も っ て 組 織 す る 理 事 会 を 置 く 。  

２  理 事 会 は 、 学 校 法 人 の 業 務 を 決 し 、 理 事 の 職 務 の 執 行 を 監 督 す る 。  

３  理 事 会 は 、 理 事 長 が 招 集 す る 。  

４  理 事 長 は 、 理 事 総 数 の ３ 分 の ２ 以 上 の 理 事 か ら 会 議 に 付 議 す べ き 事 項

を 示 し て 理 事 会 の 招 集 を 請 求 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 請 求 の あ っ た 日 か ら ７

日 以 内 に 、 こ れ を 招 集 し な け れ ば な ら な い 。  

５  理 事 会 を 招 集 す る に は 、 各 理 事 に 対 し て 、 会 議 開 催 の 場 所 及 び 日 時 並

び に 会 議 に 付 議 す べ き 事 項 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

６  前 項 の 通 知 は 、 会 議 の ７ 日 前 ま で に 発 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、

緊 急 を 要 す る 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

７  理 事 会 に 議 長 を 置 き 、 理 事 長 を も っ て 充 て る 。  
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８  理 事 長 が 、 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 招 集 を し な い 場 合 に は 、 招 集 を 請 求 し

た 理 事 全 員 が 連 名 で 理 事 会 を 招 集 す る こ と が で き る 。  

９  前 条 第 ２ 項 及 び 前 項 の 規 定 に 基 づ き 理 事 会 を 招 集 し た 場 合 に お け る 理

事 会 の 議 長 は 、 出 席 理 事 の 互 選 に よ っ て 定 め る 。  

1 0  理 事 会 は 、 こ の 寄 附 行 為 に 別 段 の 定 め の あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 理 事 総

数 の 過 半 数 の 理 事 が 出 席 し な け れ ば 、 会 議 を 聞 き 、 議 決 を す る こ と が で き

な い 。 た だ し 、 第 1 3項 の 規 定 に よ る 除 斥 の た め 、 定 足 数 に 達 し な い と き

は 、 こ の 限 り で な い 。  

1 1  前 項 の 場 合 に お い て 、 理 事 会 に 付 議 さ れ る 事 項 に つ き 書 面 を も っ て 、

あ ら か じ め 意 思 を 表 示 し た 者 は 、 出 席 者 と み な す 。  

1 2  理 事 会 の 議 事 は 、 法 令 及 び こ の 寄 附 行 為 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を 除

く ほ か 、 出 席 し た 理 事 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 長 の 決 す る

と こ ろ に よ る 。  

1 3  理 事 会 の 議 事 に つ い て 、 特 別 の 利 害 関 係 を 有 す る 理 事 は 、 議 決 に 加 わ

る こ と が で き な い 。  

 

 （ 業 務 の 決 定 の 委 任 ）  

第 1 7条  法 令 及 び こ の 寄 附 行 為 の 規 定 に よ り 評 議 員 会 に 付 議 し な け れ ば な

ら な い 事 項 そ の 他 こ の 法 人 の 業 務 に 関 す る 重 要 事 項 以 外 の 決 定 で あ っ て 、

あ ら か じ め 理 事 会 に お い て 定 め た も の に つ い て は 、 理 事 会 に お い て 指 名 し

た 理 事 に 委 任 す る こ と が で き る 。  

 

 （ 議 事 録 ）  

第 1 8条  議 長 は 、 理 事 会 の 開 催 の 場 所 及 び 日 時 並 び に 議 決 事 項 及 び そ の 他

の 事 項 に つ い て 、 議 事 録 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。  

２  議 事 録 に は 、 議 長 及 び 出 席 し た 理 事 の う ち か ら 互 選 さ れ た 理 事 ２ 人 以

上 が 署 名 押 印 し 、 常 に こ れ を 事 務 所 に 備 え て 置 か な け れ ば な ら な い 。  

３  利 益 相 反 取 引 に 関 す る 承 認 の 決 議 に つ い て は 、 理 事 そ れ ぞ れ の 意 思 を

議 事 録 に 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 役 員 の こ の 法 人 に 対 す る 損 害 賠 償 責 任 ）  

第 1 9条  役 員 は 、 そ の 任 務 を 怠 っ た と き は 、 こ の 法 人 に 対 し 、 こ れ に よ っ

て 生 じ た 損 害 を 賠 償 す る 責 任 を 負 う 。  

２  前 項 の 責 任 は 、 評 議 員 全 員 の 同 意 が な け れ ば 、 免 除 す る こ と が で き な  

 い 。  

 

 （ 責 任 の 免 除 ）  

第 2 0条  前 条 第 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 役 員 が 任 務 を 怠 っ た こ と に よ っ

て 生 じ た 損 害 に つ い て こ の 法 人 に 対 し 賠 償 す る 責 任 は 、 職 務 を 行 う に つ

き 善 意 で か つ 重 大 な 過 失 が な く 、 そ の 原 因 や 職 務 遂 行 状 況 な ど の 事 情 を

勘 案 し て 特 に 必 要 と 認 め る 場 合 に は 、 役 員 が 賠 償 の 責 任 を 負 う 額 か ら 私

立 学 校 法 に お い て 準 用 す る 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 に 関 す る 法 律  

  の 規 定 に 基 づ く 最 低 責 任 限 度 額 を 控 除 し て 得 た 額 を 限 度 と し て 理 事 会 の

議 決 に よ っ て 免 除 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 評 議 員 総 数 の 1 0分 の １ 以

上 の 評 議 員 が 異 議 を 述 べ た と き は 、 こ の 限 り で な い 。  
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 （ 責 任 限 定 契 約 ）  

第 2 1条  第 1 9条 第 ２ 項 及 び 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 理 事 （ 理 事 長 、 常 務

理 事 、 業 務 を 執 行 し た そ の 他 の 理 事 又 は こ の 法 人 の 職 員 で な い も の に 限

る 。 ） 又 は 監 事 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 非 業 務 執 行 理 事 等 」 と い う 。 ）

が 任 務 を 怠 っ た こ と に よ っ て 生 じ た 損 害 に つ い て こ の 法 人 に 対 し 賠 償 す

る 責 任 は 、 当 該 非 業 務 執 行 理 事 等 が 職 務 を 行 う に つ き 善 意 で か つ 重 大 な

過 失 が な い と き は 、 金 2 0万 円 以 上 で あ ら か じ め 定 め た 額 と 私 立 学 校 法 に

お い て 準 用 す る 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 に 関 す る 法 律 の 規 定 に 基

づ く 最 低 責 任 限 度 額 と の い ず れ か 高 い 額 を 限 度 と す る 旨 の 契 約 を 非 業 務

執 行 理 事 等 と 締 結 す る こ と が で き る 。  

 

   第 ４ 章  評 議 員 会 及 び 評 議 員  

 （ 評 議 員 会 ）  

第 2 2条  こ の 法 人 に 、 評 議 員 会 を 置 く 。  

２  評 議 員 会 は 、 2 3人 の 評 議 員 を も っ て 組 織 す る 。  

３  評 議 員 会 は 、 理 事 長 が 招 集 す る 。  

４  理 事 長 は 、 評 議 員 総 数 の ３ 分 の １ 以 上 の 評 議 員 か ら 会 議 に 付 議 す べ き

事 項 を 示 し て 評 議 員 会 の 招 集 を 請 求 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 請 求 の あ っ た 日

か ら 2 0日 以 内 に 、 こ れ を 招 集 し な け れ ば な ら な い 。  

５  評 議 員 会 を 招 集 す る に は 、 各 評 議 員 に 対 し て 、 会 議 開 催 の 場 所 及 び 日

時 並 び に 会 議 に 付 議 す べ き 事 項 を 、 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

６  前 項 の 通 知 は 、 会 議 の ７ 日 前 ま で に 発 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、

緊 急 を 要 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

７  評 議 員 会 に 議 長 を 置 き 、 議 長 は 、 評 議 員 の う ち か ら 評 議 員 会 に お い て  

 選 任 する。 

８  理 事 長 が 、 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 招 集 を し な い 場 合 に は 、 招 集 を 請 求 し

た 評 議 員 全 員 が 連 名 で 評 議 員 会 を 招 集 す る こ と が で き る 。  

９  評 議 員 会 は 、 評 議 員 総 数 の 過 半 数 の 出 席 が な け れ ば そ の 会 議 を 開 き 、

議 決 を す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 第 1 3項 の 規 定 に よ る 排 斥 の た め 過 半

数 に 達 し な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

1 0  前 項 の 場 合 に お い て 、 評 議 員 会 に 付 議 さ れ る 事 項 に つ き 、 書 面 を も っ

て 、 あ ら か じ め 意 思 を 表 示 し た 者 は 、 出 席 者 と み な す 。  

1 1  評 議 員 会 の 議 事 は 、 法 令 及 び こ の 寄 附 行 為 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を

除 く ほ か 、 出 席 し た 評 議 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 長 の 決

す る と こ ろ に よ る 。  

1 2  議 長 は 、 評 議 員 と し て 議 決 に 加 わ る こ と が で き な い 。  

1 3  評 議 員 会 の 議 事 に つ い て 特 別 の 利 害 関 係 を 有 す る 評 議 員 は 、 議 決 に 加

わ る こ と が で き な い 。  

 

 （ 議 事 録 ）  

第 2 3条  第 1 8条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 は 、 評 議 員 会 の 議 事 録 に つ い て 準

用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 ２ 項 中 「 理 事 の う ち か ら 互 選 さ れ た 理

事 」 と あ る の は 、 「 評 議 員 の う ち か ら 互 選 さ れ た 評 議 員 」 と 読 み 替 え る も

の と す る 。  
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 （ 諮 問 事 項 ）  

第 2 4条  次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て は 、 理 事 長 に お い て 、 あ ら か じ め

評 議 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

( 1 )  予 算 及 び 事 業 計 画  

( 2 )  借 入 金 （ 当 該 会 計 年 度 内 の 収 入 を も っ て 償 還 す る 一 時 の 借 入 金 を 除

く 。 ） 及 び 基 本 財 産 の 処 分 並 び に 運 用 財 産 中 の 不 動 産 及 び 積 立 金 の 処

分   

( 3 )  役 員 に 対 す る 報 酬 等 （ 報 酬 、 賞 与 そ の 他 の 職 務 遂 行 の 対 価 と し て 受

け る 財 産 上 の 利 益 及 び 退 職 手 当 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 支 給 の 基 準  

( 4 )  予 算 外 の 新 た な 義 務 の 負 担 又 は 権 利 の 放 棄  

( 5 )  寄 附 行 為 の 変 更  

( 6 )  合 併  

( 7 )  目 的 た る 事 業 の 成 功 の 不 能 に よ る 解 散  

( 8 )  寄 附 金 品 の 募 集 に 関 す る 事 項  

( 9 )  そ の 他 こ の 法 人 の 業 務 に 関 す る 重 要 事 項 で 理 事 会 に お い て 必 要 と 認  

  め る も の  

 

 （ 評 議 員 会 の 意 見 具 申 等 ）  

第 2 5条  評 議 員 会 は 、 こ の 法 人 の 業 務 若 し く は 財 産 及 び 収 支 の 状 況 又 は 役

員 の 業 務 執 行 の 状 況 に つ い て 、 役 員 に 対 し て 意 見 を 述 べ 、 若 し く は そ の 諮

問 に 答 え 、 又 は 役 員 か ら 報 告 を 徴 す る こ と が で き る 。  

 

 （ 評 議 員 の 選 任 ）  

第 2 6条  評 議 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 と す る 。  

( 1 )  校 長  

( 2 )  こ の 法 人 の 職 員 の う ち か ら 理 事 会 に お い て 選 任 さ れ た 者  ８ 人  

( 3 )  こ の 法 人 の 設 置 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 で 年 齢 2 5年 以 上 の も の の う ち

か ら 理 事 会 に お い て 選 任 さ れ た 者  ７ 人  

( 4 )  学 識 経 験 者 と し て 、 理 事 会 に お い て 選 任 さ れ た 者  ７ 人  

２  前 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 に 規 定 す る 評 議 員 は 、 こ の 法 人 の 校 長 及 び 職 員

の 地 位 を 退 い た と き は 、 評 議 員 の 職 を 失 う も の と す る 。  

 

 （ 任 期 ）  

第 2 7条  評 議 員 の 任 期 は ３ 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 評 議 員 の 任 期 は 、 前

任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

２  評 議 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

３  評 議 員 は 、 任 期 満 了 後 で も 、 後 任 の 評 議 員 が 選 任 さ れ る ま で は 、 なお、

そ の 職 務 を 行 う 。  

 

 （ 評 議 員 の 解 任 及 び 退 任 ）  

第 2 8条  評 議 員 が 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る に 至 っ た と き は 、 評 議 員 総 数 の

３ 分 の ２ 以 上 の 議 決 に よ り 、 こ れ を 解 任 す る こ と が で き る 。  

( 1 )  法 令 又 は こ の 寄 附 行 為 に 重 大 な 違 反 を し た と き 。  

( 2 )  心 身 の 故 障 の た め 職 務 の 執 行 に 堪 え な い と き 。  

( 3 )  職 務 上 の 義 務 に 重 大 な 違 反 を し た と き 。  
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( 4 )  評 議 員 た る に ふ さ わ し く な い 重 大 な 非 行 が あ っ た と き 。  

２  評 議 員 は 、 次 の 事 由 に よ っ て 退 任 す る 。  

( 1 )  任 期 の 満 了  

( 2 )  辞 任  

( 3 )  死 亡  

 

  第 ５ 章  資 産 及 び 会 計  

 （ 資 産 ）  

第 2 9条  こ の 法 人 の 資 産 は 、 財 産 目 録 記 載 の と お り と す る 。  

 

 （ 資 産 の 区 分 ）  

第 3 0条  こ の 法 人 の 資 産 は 、 こ れ を 分 け て 基 本 財 産 及 び 運 用 財 産 と す る 。  

２  基 本 財 産 は 、 こ の 法 人 の 設 置 す る 学 校 に 必 要 な 施 設 及 び 設 備 又 は こ れ

ら に 要 す る 資 金 と し 、 財 産 目 録 中 基 本 財 産 の 部 に 記 載 す る 財 産 及 び 将 来 基

本 財 産 に 編 入 さ れ た 財 産 と す る 。  

３  運 用 財 産 は 、 こ の 法 人 の 設 置 す る 学 校 の 経 営 に 必 要 な 財 産 と し 、 財 産

目 録 中 運 用 財 産 の 部 に 記 載 す る 財 産 及 び 将 来 運 用 財 産 に 編 入 さ れ た 財 産 と

す る 。  

４  寄 附 金 品 に つ い て は 、 寄 附 者 の 指 定 が あ る 場 合 に は 、 そ の 指 定 に 従 っ

て 基 本 財 産 又 は 運 用 財 産 に 編 入 す る 。  

 

 （ 基 本 財 産 の 処 分 の 制 限 ）  

第 3 1条  基 本 財 産 は 、 こ れ を 処 分 し て は な ら な い 。 た だ し 、 こ の 法 人 の 事

業 の 遂 行 上 や む を 得 な い 理 由 が あ る と き は 、 理 事 会 に お い て 理 事 総 数 の ３

分 の ２ 以 上 の 議 決 を 得 て 、 そ の 一 部 に 限 り 処 分 す る こ と が で き る 。  

 

 （ 積 立 金 の 保 管 ）  

第 3 2条  基 本 財 産 及 び 運 用 財 産 中 の 積 立 金 は 、 確 実 な 有 価 証 券 を 購 入 し 、

又 は 確 実 な 信 託 銀 行 に 信 託 し 、 又 は 確 実 な 銀 行 に 定 期 預 金 と し 、 若 し く

は 、 定 額 郵 便 貯 金 と し て 理 事 長 が 保 管 す る 。  

 

 （ 経 費 の 支 弁 ）  

第 3 3条  こ の 法 人 の 設 置 す る 学 校 の 経 営 に 要 す る 費 用 は 、 基 本 財 産 並 び に

運 用 財 産 中 の 不 動 産 及 び 積 立 金 か ら 生 ず る 果 実 、 授 業 料 収 入 、 入 学 金 収

入 、 検 定 料 収 入 そ の 他 の 運 用 財 産 を も っ て 支 弁 す る 。  

 

 （ 会 計 ）  

第 3 4条  こ の 法 人 の 会 計 は 、 学 校 法 人 会 計 基 準 に よ り 行 う 。  

 

 （ 予 算 及 び 事 業 計 画 ）  

第 3 5条  こ の 法 人 の 予 算 及 び 事 業 計 画 は 、 毎 会 計 年 度 開 始 前 に 、 理 事 長 が

編 成 し 、 理 事 会 に お い て 出 席 し た 理 事 の ３ 分 の ２ 以 上 の 議 決 を 得 な け れ ば

な ら な い 。 こ れ に 重 要 な 変 更 を 加 え よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。  
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 （ 予 算 外 の 新 た な 義 務 の 負 担 又 は 権 利 の 放 棄 ）  

第 3 6条  予 算 を も っ て 定 め る も の を 除 く ほ か 、 新 た に 義 務 の 負 担 を し 、 又

は 権 利 の 放 棄 を し よ う と す る と き は 、 理 事 会 に お い て 出 席 し た 理 事 の ３ 分

の ２ 以 上 の 議 決 が な け れ ば な ら な い 。 借 入 金 （ 当 該 会 計 年 度 内 の 収 入 を も

っ て 償 還 す る 一 時 の 借 入 金 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。  

 

 （ 決 算 及 び 実 績 の 報 告 ）  

第 3 7条  こ の 法 人 の 決 算 は 、 毎 会 計 年 度 終 了 後 ２ 月 以 内 に 作 成 し 、 監 事 の

意 見 を 求 め る も の と す る 。  

２  理 事 長 は 、 毎 会 計 年 度 終 了 後 ２ 月 以 内 に 決 算 及 び 事 業 の 実 績 を 評 議 員

会 に 報 告 し 、 そ の 意 見 を 求 め な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 財 産 目 録 等 の 備 付 け 及 び 閲 覧 ）  

第 3 8条  こ の 法 人 は 、 毎 会 計 年 度 終 了 後 ２ 月 以 内 に 財 産 目 録 、 貸 借 対 照

表 、 収 支 計 算 書 、 事 業 報 告 書 及 び 役 員 等 名 簿 （ 理 事 、 監 事 及 び 評 議 員 の 氏

名 及 び 住 所 を 記 載 し た 名 簿 を い う 。 ） を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。  

２  こ の 法 人 は 、 前 項 の 書 類 、 第 1 5条 第 １ 項 第 ４ 号 の 監 査 報 告 書 、 役 員 に

対 す る 報 酬 等 の 支 給 の 基 準 及 び 寄 附 行 為 （ 以 下 、 こ の 項 に お い て 「 財 産 目

録 等 」 と い う 。 ） を 事 務 所 に 備 え て 置 き 、 請 求 が あ っ た 場 合 （ 役 員 等 名 簿

及 び 寄 附 行 為 以 外 の 財 産 目 録 等 に あ っ て は 、 こ の 法 人 の 設 置 す る 私 立 学 校

に 在 学 す る 者 そ の 他 の 利 害 関 係 人 か ら 請 求 が あ っ た 場 合 に 限 る 。 ） に は 、

正 当 な 理 由 が あ る 場 合 を 除 い て 、 こ れ を 閲 覧 に 供 し な け れ ば な ら な い 。  

３  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ の 法 人 は 、 役 員 等 名 簿 に つ い て 同 項 の 請

求 が あ っ た 場 合 に は 、 役 員 等 名 簿 に 記 載 さ れ た 事 項 中 、 個 人 の 住 所 に 係 る

記 載 の 部 分 を 除 外 し て 、 同 項 の 閲 覧 を さ せ る こ と が で き る 。  

 

 （ 役 員 及 び 評 議 員 の 報 酬 ）  

第 3 9条  役 員 及 び 評 議 員 に 対 し て 、 別 に 定 め る 報 酬 等 の 支 給 の 基 準 に 従 っ

て 算 定 し た 額 を 報 酬 等 と し て 支 給 す る こ と が で き る 。  

 

 （ 資 産 総 額 の 変 更 登 記 ）  

第 4 0条  こ の 法 人 の 資 産 総 額 の 変 更 は 、 毎 会 計 年 度 末 の 現 在 に よ り 、 会 計

年 度 終 了 後 ３ 月 以 内 に 登 記 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 会 計 年 度 ）  

第 4 1条  こ の 法 人 の 会 計 年 度 は 、 ４ 月 １ 日 に 始 ま り 、 翌 年 ３ 月 3 1日 に 終 る

も の と す る 。  

 

  第 ６ 章  解 散 及 び 合 併  

 （ 解 散 ）  

第 4 2条  こ の 法 人 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 由 に よ っ て 解 散 す る 。  

( 1 )  理 事 会 に お け る 理 事 総 数 の ３ 分 の ２ 以 上 の 議 決 及 び 評 議 員 会 の 議 決  

( 2 )  こ の 法 人 の 目 的 た る 事 業 の 成 功 の 不 能 と な っ た 場 合 で 、 理 事 会 に お

け る 出 席 し た 理 事 の ３ 分 の ２ 以 上 の 議 決  

( 3 )  合 併 （ こ の 法 人 が 他 の 法 人 を 吸 収 す る こ と に よ る 合 併 を 除 く 。 ）  
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( 4 )  破 産  

( 5 )  東 京 都 知 事 の 解 散 命 令  

２  前 項 第 １ 号 の 事 由 に よ る 解 散 に あ っ て は 東 京 都 知 事 の 認 可 を 、 同 項 第

２ 号 に 掲 げ る 事 由 に よ る 解 散 に あ っ て は 東 京 都 知 事 の 認 定 を 受 け な け れ ば

な ら な い 。  

 

 （ 残 余 財 産 の 帰 属 者 ）  

第 4 3条  こ の 法 人 が 解 散 し た 場 合 （ 合 併 又 は 破 産 に よ っ て 解 散 し た 場 合 を

除 く 。 ） に お け る 残 余 財 産 は 、 解 散 の と き に お け る 理 事 会 に お い て 出 席 し

た 理 事 の ３ 分 の ２ 以 上 の 議 決 に よ り 選 定 し た 学 校 法 人 又 は 教 育 の 事 業 を 行

う 公 益 社 団 法 人 若 し く は 公 益 財 団 法 人 に 帰 属 す る 。  

 

 （ 合 併 ）  

第 4 4条  こ の 法 人 が 合 併 し よ う と す る と き は 、 理 事 会 に お い て 理 事 総 数 の

３ 分 の ２ 以 上 の 議 決 を 得 て 、 東 京 都 知 事 の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

 

  第 ７ 章  寄 附 行 為 の 変 更  

 （ 寄 附 行 為 の 変 更 ）  

第 4 5条  こ の 寄 附 行 為 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 理 事 会 に お い て 出 席 し

た 理 事 の ３ 分 の ２ 以 上 の 議 決 を 得 て 、 東 京 都 知 事 の 認 可 を 受 け な け れ ば な

ら な い 。  

２  私 立 学 校 法 施 行 規 則 に 定 め る 届 出 事 項 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 理 事 会 に お い て 出 席 し た 理 事 の ３ 分 の ２ 以 上 の 議 決 を 得 て 、 東 京

都 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 

  第 ８ 章  補 則  

 （ 書 類 及 び 帳 簿 の 備 付 ）  

第 4 6条  こ の 法 人 は 、 第 3 8条 第 ２ 項 の 書 類 の ほ か 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 書 類

及 び 帳 簿 を 、 常 に 事 務 所 に 備 え て 置 か な け れ ば な ら な い 。  

( 1 )  役 員 及 び 評 議 員 の 履 歴 書  

( 2 )  収 入 及 び 支 出 に 関 す る 帳 簿 及 び 証 ひ ょ う 書 類  

( 3 )  そ の 他 必 要 な 書 類 及 び 帳 簿  

 

 （ 公 告 の 方 法 ）  

第 4 7条  こ の 法 人 の 公 告 は 、 学 校 法 人 専 修 大 学 附 属 高 等 学 校 の 掲 示 場 に 掲  

 示 し て 行 う 。  

 

 （ 施 行 細 則 ）  

第 4 8条  こ の 寄 附 行 為 の 施 行 に つ い て の 細 則 そ の 他 こ の 法 人 及 び こ の 法 人

の 設 置 す る 学 校 の 管 理 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 理 事 会 が 定 め る 。  
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  附  則  

 こ の 法 人 の 設 立 当 初 の 役 員 は 、 次 の と お り と す る 。  

 理 事 （ 理 事 長 ）  福 永 忠 一  

 理 事  森 口 忠 造  

 理 事  中 野 福 一  

 理 事  井 出 浪 雄  

 理 事  石 渡 績  

 理 事  中 岡 勝 人  

 理 事  梅 田 与 兵 衛  

 監 事  藤 江 黙 成  

 監 事  深 沢 一 夫  

  附  則  

 こ の 寄 附 行 為 は 、 昭 和 4 4年 ９ 月 3 0日 か ら 施 行 す る 。  

  附  則  

 こ の 寄 附 行 為 は 、 平 成 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  附  則  

 こ の 寄 附 行 為 は 、 平 成 1 7年 ４ 月 2 6日 か ら 施 行 す る 。  

  附  則  

 令 和 ２ 年 ５ 月 2 7日 東 京 都 知 事 認 可 の こ の 寄 附 行 為 は 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日

か ら 施 行 す る 。  


